麻続王の流刑地を巡って--神島配流説への疑問 by 恒松 侃
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恒
松
　
侃
麻
続
王
の
流
刑
地
を
巡
っ
て
︱
︱ 
神
島
配
流
説
へ
の
疑
問 
︱
︱
一
、
は
じ
め
に
　
万
葉
集
の
時
代
、
特
に
前
半
は
混
乱
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
多
く
の
政
変
が
起
こ
り
。
そ
の
政
変
に
関
す
る
歌
も
数
多
く
詠
ま
れ
、
万
葉
集
の
時
代
を
特
色
づ
け
た
。
そ
の
政
変
の
幾
つ
か
と
、
そ
れ
に
関
し
て
詠
ま
れ
た
歌
の
番
号
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
二
、
政
変
と
万
葉
集
作
品
番
号
孝
徳
天
皇
大
化
二
年
（
六
四
六
）
大
化
改
新
。
斉
明
天
皇
四
年
（
六
五
八
）
十
一
月
、
有
間
皇
子
の
変
。
万
葉
集
②
141
・
142
・
143
・
144
・
145
・
146
天
武
天
皇
元
年
（
六
七
二
）
六
月
、
壬
申
の
乱
。
天
武
天
皇
四
年
（
六
七
五
）
四
月
、
麻をみ
の
お
ほ
き
み
続
王
因
幡
国
（
万
葉
集
に
は
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
）
に
配
流
。
万
葉
集
①
23
・
24
天
武
天
皇
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
九
月
二
十
四
日
、大
津
皇
子
謀
反
。
十
月
三
日
死
を
賜
わ
る
。
万
葉
集
③
416
・
②
163
・
164
・
165
・
166
　
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
新
時
代
へ
の
移
行
と
い
う
よ
り
も
、
革
命
的
内
容
・
政
変
的
内
容
が
濃
厚
な
事
件
な
の
で
、
最
近
の
歴
史
的
見
方
で
は
、
例
え
ば
中
大
兄
皇
子
が
引
き
起
こ
し
た
事
件
は
、
大
化
の
改
新
と
は
言
わ
ず
に
、
そ
の
事
件
の
時
の
干
支
に
合
わ
せ
て
、
乙いつ
し巳
の
変
と
表
現
す
る
事
が
多
い
。
　
政
変
は
そ
の
後
六
五
八
年
の
有
間
皇
子
の
変
、
六
七
二
年
の
壬
申
の
乱
と
続
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
壬
申
の
乱
後
即
位
し
た
天
武
天
皇
の
政
治
体
制
は
、
皇
親
政
治
と
呼
ば
れ
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
強
権
政
治
が
行
わ
れ
て
、特
に
天
武
天
皇
と
そ
の
皇
后
鸕うの
の野
讃さら
ら良
皇ひめ
み
こ女（
後
の
持
統
天
皇
）
は
、
身
内
の
皇
子
達
を
政
治
の
中
枢
に
配
置
し
て
、
皇
権
の
絶
対
化
を
図
り
、
そ
う
し
た
政
治
体
制
に
批
判
的
な
立
場
に
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あ
る
皇
族
が
現
わ
れ
、
そ
の
皇
族
達
は
次
々
と
捕
ら
え
ら
れ
て
、
死
刑
・
流
刑
に
追
い
込
ま
れ
て
行
っ
た
。
万
葉
集
巻
第
一
23
番
歌
・
24
番
歌
に
関
連
す
る
麻
続
王
も
、
そ
う
し
た
反
対
派
の
皇
族
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
、
麻
続
王
に
関
係
す
る
資
料
　
麻
続
王
に
関
す
る
歴
史
的
・
政
治
的
資
料
は
、
殆
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
万
葉
集
が
編
纂
さ
れ
た
頃
、
麻
続
王
の
流
刑
は
既
に
伝
説
化
さ
れ
て
い
て
、
彼
の
流
罪
理
由
・
配
流
先
地
名
等
、
全
て
が
明
確
さ
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
記
録
さ
れ
て
い
る
麻
続
王
流
罪
に
関
す
る
資
料
は
、
次
の
三
資
料
の
み
で
あ
る
。
１
、
万
葉
集
巻
第
一
23
番
歌
・
24
番
歌
　
　
　
麻
続
王
、
伊
勢
国
の
伊
良
虞
の
嶋
に
流
さ
れ
た
る
時
に
、
人
の
哀
傷
し
て
作
る
歌
　
23　
打
ち
麻そ
を
麻
続
王
白　あ
　
ま
　
水
郎
な
れ
や
伊
良
虞
の
嶋
の
玉
藻
刈
り
ま
す
　
　
　
麻
続
王
こ
れ
を
聞
き
、
感
傷
し
て
和
ふ
る
歌
　
24　
う
つ
せ
み
の
命
を
惜
し
み
波
に
濡
れ
伊
良
虞
の
嶋
の
玉
藻
刈
り
食は
む
₂
、
日
本
書
紀
巻
第
二
十
九
天
武
天
皇
下
四
年
四
月
　
　
　
辛
卯
に
三
位
麻
続
王
、
罪
有
り
、
因
幡
に
流
す
。
一
子
は
伊
豆
島
に
流
し
、
一
子
は
血
鹿
島
に
流
す
。（
万
葉
集
24
番
歌
左
注
引
用
）
₃
、
風
土
記
常
陸
国
行なめ
か
た方
郡
　
　
　
板
来
の
村
あ
り
。
近
く
海うみ
べ
た浜
に
臨
み
、
駅うま
や家
を
安お置
く
。
此こ
を
板
来
のう
ま
や駅と
謂
ふ
。
飛
鳥
の
浄
御
原
の
天
皇
の
世みよ
に
、
麻
続
王
を
遣やら
ひ
て
居す
ま
は
せ
た
ま
ひ
し
処
な
り
。
そ
の
海
は
塩
を
焼
く
藻もは
、
海み
松る
・
白お
貝ふ
・
辛に
螺し
・う
む
ぎ蛤、
多さは
に
生お
ふ
。
　
こ
れ
ら
の
文
献
に
よ
っ
て
、
三
箇
所
の
地
名
、
即
ち
伊イ
良
虞
嶋
・
因イ
幡
国
・
板イ
来
村
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
事
に
つ
い
て
澤
瀉
久
孝
博
士
は
、
麻
続
王
の
流
刑
地
が
、
次
々
と
替
え
ら
れ
て
行
っ
た
と
い
う
説
を
、
御
著
書
、『
萬
葉
集
注
釋
』
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
麻
続
王
流
罪
事
件
が
伝
説
化
さ
れ
て
行
く
に
つ
れ
て
の
、
地
名
類
音
現
象
で
は
な
か
ろ
う
か
。
伊
藤
博
氏
も
、
麻
続
王
配
流
の
地
が
、『
日
本
書
紀
』
に
い
う
因イナ
バ幡
で
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
が
イ
ラ
ゴ
・
イ
タ
ク
の
異
伝
を
持
つ
の
は
、
い
ず
れ
も
イ
を
頭
音
に
置
く
三
音
節
で
、
音
が
類
似
し
て
い
る
事
か
ら
、
著
名
な
事
件
が
各
地
に
結
び
付
け
ら
れ
て
、
伝
誦
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
、『
萬
葉
集
全
注
』
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
。更
に
伊
藤
博
氏
は
24
番
歌
後
注
で
、「
二
三
〜
二
四
番
歌
は
、
伊
良
虞
に
結
び
つ
け
て
作
り
出
さ
れ
た
物
語
歌
で
あ
っ
て
、
時
の
人
と
麻
続
王
と
が
実
際
に
唱
和
し
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、『
新
潮
日
本
古
典
集
成
萬
葉
集
』
は
、「
王
配
流
の
地
は
、
書
紀
に
は
因
幡
と
あ
り
、
ま
た
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
は
行
方
郡
板
来
村
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
都
を
離
れ
た
流
刑
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
思
わ
れ
る
が
、
イ
ラ
ゴ
・
イ
タ
ク
・
イ
ナ
バ
と
い
う
音
の
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類
似
や
音
数
の
一
致
は
、
一
つ
の
話
が
伝
説
と
し
て
広
く
各
地
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
二
三
︱
四
は
、
伊
良
虞
に
伝
わ
っ
た
伝
説
の
中
の
歌
と
し
て
、
後
人
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
記
し
て
あ
る
。
土
屋
文
明
氏
は
『
萬
葉
集
私
注
』
で
、「
伊
良
湖
は
伊
勢
に
近
い
か
ら
、
伊
勢
の
伊
良
湖
と
呼
び
慣
わ
し
た
も
の
と
思
え
る
。」
と
述
べ
、
麻
続
王
配
流
先
を
、
伊
良
湖
岬
に
と
っ
て
お
ら
れ
る
。
　
伊
良
虞
嶋
・
因
幡
国
・
板
来
村
の
三
箇
所
の
地
名
の
う
ち
、
因
幡
国
配
流
説
が
、
こ
の
説
を
記
録
し
て
い
る
『
日
本
書
紀
』
の
、
歴
史
性
と
い
う
価
値
か
ら
、
最
も
信
憑
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
四
、
麻
続
王
の
配
流
先
で
の
食
料
　
万
葉
集
で
は
、
人
々
は
麻
続
王
は
白　あ
　
ま
　
水
郎
で
も
な
い
の
に
、「
玉
藻
刈
り
ま
す
」
と
詠
み
、
麻
続
王
も
「
命
を
惜
し
み
、
玉
藻
刈
り
食は
む
」
と
詠
ん
で
い
る
が
、
注
釈
書
の
多
く
は
、
玉
藻
は
ワ
カ
メ
の
事
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。も
し
因
幡
国
で
の
玉
藻
刈
り
ま
す
だ
っ
た
ら
、
こ
の
玉
藻
は
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
と
い
う
海
藻
の
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
は
馬
尾
藻
と
漢
字
で
表
記
し
、
勿
論
食
す
る
事
も
出
来
る
が
、
普
段
は
家
畜
の
飼
料
・
田
畑
の
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
麻
続
王
の
因
幡
国
で
の
食
生
活
の
悲
惨
さ
が
窺
わ
れ
る
。
麻
続
王
の
配
流
先
が
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
語
る
べ
く
、行
方
郡
板
来
村
だ
っ
た
ら
、
既
述
の
如
く
板
来
村
は
塩
を
焼
く
藻もは
、
海み
松る
・
辛に
螺し
・
白お
貝ふ
・
蛤うむ
ぎ・
多さは
に
生お
ふ
と
記
し
て
あ
る
の
で
、
常
陸
国
に
配
流
さ
れ
た
方
が
、
食
料
に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
尤
も
『
万
集
集
私
注
』
で
土
屋
文
明
氏
は
、「
獄
令
を
見
る
と
、
流
罪
に
な
っ
た
者
は
、
妻
子
を
伴
う
事
を
許
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
し
、
途
中
の
食
料
の
給
与
、
ま
た
病
気
の
手
当
て
等
ま
で
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
麻
続
王
の
時
代
と
言
え
ど
も
、
諸
王
た
る
身
分
も
考
え
合
わ
せ
て
、
海
藻
に
よ
っ
て
命
を
継
が
れ
た
と
い
う
程
で
は
あ
る
ま
い
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
に
は
「
一ある
み
こ子
は
伊
豆
の
島
に
流
し
、
一ある
み
こ子
は
血ち
鹿か
島
（
長
崎
県
五
島
列
島
）
に
流
す
」
と
し
て
あ
る
か
ら
、
相
当
厳
し
い
処
罰
が
、
麻
続
王
に
は
科
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
、
麻
続
王
の
配
流
先
　
麻
続
王
の
配
流
先
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』
巻
第
一
に
は
、「
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
に
流
さ
る
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
麻
続
王
の
配
流
先
が
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
で
は
、
大
和
国
（
飛
鳥
京
）
か
ら
は
、
配
流
先
と
し
て
は
、あ
ま
り
に
も
近
過
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。『
万
葉
集
』
巻
第
一
24
番
歌
左
注
に
、「
伊
勢
国
の
伊
良
虞
嶋
に
配
す
と
言
へ
る
は
、
け
だ
し
疑
は
く
、
後
の
人
歌
辞
に
縁
り
て
、
誤
り
記
せ
る
か
と
疑
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
勢
国
の
伊
良
虞
嶋
と
記
さ
れ
て
い
る
事
も
含
め
て
、
麻
続
王
の
配
流
先
を
伊
良
虞
嶋
と
記
す
事
に
、『
万
葉
集
』
の
編
纂
者
達
も
、疑
問
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
伊
良
虞
嶋
は
伊
勢
国
に
所
属
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
三
河
国
渥
美
半
島
南
端
に
位
置
す
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
江
戸
時
代
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の
俳
人
松
尾
芭
蕉
も
疑
問
を
抱
い
て
い
た
ら
し
く
て
、『
笈
の
小
文
』
に
「
伊
良
古
崎
は
、
三
河
の
国
の
地
続
き
に
て
、
伊
勢
と
は
海
隔
て
る
所
な
れ
ど
も
、
如
何
な
る
故
に
か
、
万
葉
集
に
は
伊
勢
の
名
所
の
内
に
選
び
入
れ
ら
れ
た
り
。」
と
記
し
て
い
る
。
六
、
上
代
に
お
け
る
流
罪
の
配
流
先
　
上
代
に
お
け
る
流
罪
に
よ
る
配
流
先
は
、
次
の
三
箇
所
に
区
分
さ
れ
る
。（
刑
部
省
式
に
よ
る
）
　
そ
の
軽
重
は
、
都
か
ら
配
所
ま
で
の
距
離
の
遠
近
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
る
。
遠をん
流る
…
…
最
も
重
い
流
刑
で
、
配
流
先
は
都
か
ら
七
百
里
か
ら
千
三
百
二
十
里
ぐ
ら
い
の
位
置
。
伊
豆
国
・
安
房
国
・
常
陸
国
・
佐
渡
国
・
隠
岐
国
・
土
佐
国
等
へ
の
流
刑
で
あ
る
。
中ちゅ
う
る流
…
…
遠
流
の
刑
よ
り
軽
く
、
近
流
の
刑
よ
り
重
い
。
信
濃
国
・
伊
予
国
等
へ
の
流
刑
が
、
こ
れ
に
入
る
。
近きん
流る
…
…
近
国
へ
の
流
刑
で
、
越
前
国
・
安
芸
国
等
へ
の
流
刑
で
あ
る
。
　
麻
続
王
の
配
流
先
が
、
常
陸
国
や
因
幡
国
だ
っ
た
ら
、
処
刑
は
遠
流
の
刑
で
あ
る
。
伊
勢
国
へ
の
流
刑
も
中
流
の
刑
の
配
流
地
に
あ
っ
て
、『
万
葉
集
』
巻
第
一
23
番
歌
題
詞
に
記
す
如
く
、「
麻
続
王
、
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
に
流
さ
る
る
」
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』
に
は
麻
続
王
の
一
子
は
伊
豆
の
島
に
流
し
、
一
子
は
血
鹿
島
（
長
崎
県
五
島
列
島
）
に
流
す
と
あ
っ
て
、
親
が
受
け
た
刑
罰
よ
り
、子
の
方
の
刑
罰
が
重
罪
に
な
る
と
い
う
事
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
七
、
大
和
朝
廷
の
官
人
達
と
伊
勢
国
と
の
関
係
　
持
統
天
皇
は
じ
め
、
大
和
朝
廷
の
官
人
達
は
、
伊
勢
国
・
志
摩
国
・
三
河
国
へ
は
、頻
繁
に
出
掛
け
て
い
る
。持
統
天
皇
は
六
年（
六
七
二
）
五
月
に
、
伊
勢
国
に
行
幸
に
な
り
、
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
十
月
、
三
河
国
・
伊
勢
国
等
に
行
幸
に
な
っ
て
い
る
。
　
持
統
天
皇
が
六
年
五
月
に
、
伊
勢
国
に
行
幸
に
な
っ
た
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
は
飛
鳥
京
に
残
留
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
、
鳴あ呼
見みの
う
ら浦
や
答たふ
志し
の
崎
・
伊
良
虞
の
嶋
辺
へ
の
行
幸
の
情
景
を
連
想
し
て
『
万
葉
集
』
に
詠
ん
で
い
る
が
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
自
身
、
こ
れ
ら
の
国
々
・
地
域
に
、
頻
繁
に
出
掛
け
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
地
域
が
、
果
た
し
て
流
刑
地
と
し
て
相
応
し
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
流
刑
地
と
し
て
、
指
定
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
上
代
に
お
い
て
大
和
国
（
飛
鳥
京
）
か
ら
伊
良
虞
嶋
方
面
へ
は
、
左
記
の
よ
う
な
ル
ー
ト
が
取
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
和
国
（
飛
鳥
京
）
︱
︱
大
宇
陀
︱
︱
高
見
峠
（
去い
来ざ
見み
山やま
）
︱
︱
伊
勢
国
︱
︱
鳴
呼
見
浦
・
阿
胡
浦
︱
︱
神
島
︱
︱
伊
良
虞
嶋
︱
︱
三
河
国
各
地
　
持
統
天
皇
は
じ
め
、
大
和
朝
廷
の
官
人
達
の
、
伊
勢
国
及
び
志
摩
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国
・
三
河
国
へ
の
旅
行
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
集
』
収
録
歌
及
び
『
日
本
書
紀
』・『
続
日
本
紀
』
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
○　
日
本
書
紀
持
統
天
皇
六
年
五
月
伊
勢
に
幸
す
。
　
　
阿
胡
の
行
宮
に
御おは
し
ま
す
。
○　
続
日
本
紀
文
武
天
皇
大
宝
二
年
十
月
十
日
、
太
上
天
皇
（
持
統
上
皇
）、
参
河
国
に
幸
す
。
　
※　
太
上
天
皇
（
持
統
上
皇
）
参
河
国
行
幸
行
程
。
　
　
参
河
国
（
引
馬
野
・
安
礼
崎
・
二
見
の
道
・
笠
縫
の
島
）
︱
︱
尾
張
国
（
桜
田
・
年
魚
市
潟
）
︱
︱
美
濃
国
︱
︱
伊
勢
国
︱
︱
伊
賀
国
︱
︱
帰
京
八
、
持
統
天
皇
伊
勢
国
・
三
河
国
行
幸
及
び
大
和
朝
廷
官
人
伊
勢
国
・
三
河
国
旅
行
関
係
詠
歌
及
び
詠
歌
地
名
所
在
地
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
　
　
　
　
伊
勢
国
に
幸
せ
る
時
、
京
（
飛
鳥
京
）
に
留
ま
れ
る
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌
①
40　
鳴
呼
見
浦
に
船
乗
り
す
ら
む
娘
子
ら
が
玉
裳
の
裾
に
潮
満
つ
ら
む
か
　
　
鳴
呼
見
浦　
　
三
重
県
鳥
羽
市
小
浜
町
⑮
3610　
安
胡
の
浦
に
船
乗
り
す
ら
む
娘
子
ら
が
赤
裳
の
裾
に
潮
満
つ
ら
む
か
　
　
安
胡
の
浦　
　
三
重
県
志
摩
郡
阿
児
町
①
41　
釧
つ
く
答
志
の
崎
に
今
日
も
か
も
大
宮
人
の
玉
藻
刈
る
ら
む
　
　
答
志
の
崎　
　
三
重
県
鳥
羽
市
答
志
島
①
42　
潮
騒
に
伊
良
虞
の
嶋
辺
漕
ぐ
船
に
妹
乗
る
ら
む
か
荒
き
島
廻
を
　
　
伊
良
虞
嶋　
　
愛
知
県
渥
美
郡
渥
美
町
当たい
麻まの
真ま
人ひと
麻ま
呂ろ
が
妻
の
作
る
歌
①
43　
我
が
背
子
は
い
づ
く
行
く
ら
む
沖
つ
藻
の
名
張
の
山
を
今
日
か
越
ゆ
ら
む
　
　
名
張
の
山　
　
三
重
県
名
張
市
石いその
か
み
の
お
ほ
ま
へ
つ
き
み
上
大
臣
、
従
駕
し
て
作
る
歌
①
44　
我
妹
子
を
去
来
見
の
山
を
高
み
か
も
大
和
の
見
え
ぬ
国
遠
み
か
も
　
　
去
来
見
の
山　
三
重
県
飯
南
郡
飯
南
町
長なが
の
い
み
き
忌
寸
奥おき
麻ま
呂ろ
①
57　
引
馬
野
に
に
ほ
ふ
榛
原
入
り
乱
れ
衣
に
ほ
は
せ
旅
の
し
る
し
に
　
　
引
馬
野　
　
　
愛
知
県
宝
飯
郡
御
津
町
高
市
連
黒
人
①
58　
い
づ
く
に
か
船
泊
て
す
ら
む
安あ
礼れ
の
崎
漕
ぎ
廻た
み
行
き
し
棚
無
小を
船ぶね
　
　
安
礼
の
崎　
　
愛
知
県
宝
飯
郡
御
津
町
③
270　
旅
に
し
て
も
の
恋
し
き
に
山
下
の
赤あけ
の
そ
ほ
船
沖
を
漕
ぐ
見
− 79 −
ゆ
③
271　
桜
田
へ
鶴たづ
鳴
き
渡
る
年あ
魚ゆ
市ち
潟がた
潮
干
に
け
ら
し
鶴たづ
鳴
き
渡
る
　
　
桜
田　
　
　
　
名
古
屋
市
南
区
桜
本
町
　
　
年
魚
市
潟　
　
名
古
屋
市
熱
田
区
・
南
区
③
272　
四し
極はつ
山やま
う
ち
越
え
見
れ
ば
笠かさ
縫ぬひ
の
島
漕
ぎ
隠
る
棚
無
小
船
　
　
四
極
山　
　
　
愛
知
県
幡
豆
郡
幡
豆
町
　
　
笠
逢
の
島　
　
愛
知
県
幡
豆
郡
幡
豆
町
③
276　
妹
も
我
も
一
つ
な
れ
か
も
三
河
な
る
二
見
の
道
ゆ
別
れ
か
ね
つ
る
　
　
一
本
に
云
は
く
　
　
　
三
河
の
二
見
の
道
ゆ
別
れ
な
ば
我
が
背
も
我
も
ひ
と
り
か
も
行
か
む
　
　
二
見
の
道　
　
愛
知
県
豊
川
市
御
油
町
長なが
の
み
こ
皇
子
①
60　
宵よひ
に
逢
ひ
て
朝あした
お
も面
な
み
名
張
に
か
日け
長
き
妹
が
廬いほ
り
せ
り
け
む
　
　
名
張　
　
　
　
既
出
（
①
43
）
舎
人
娘
子
が
従
駕
し
て
作
る
歌
①
61　
大
夫
の
得さ
物つ
矢や
手た
挟
み
立
ち
向
か
ひ
射
る
的まと
か
た形
は
見
る
に
さ
や
け
し
　
　
的
形　
　
　
　
三
重
県
松
阪
市
黒
部
町
市
原
王
④
662　
網あ
児ご
の
山
五い
百ほ
重へ
隠
せ
る
佐さ
堤て
の
崎
さ
て
延は
へ
し
児
が
夢
に
し
見
ゆ
る
　
　
網
児
の
山　
　
既
出
（
④
662
）
　
　
佐
堤
の
崎　
　
三
重
県
鳥
羽
市
坂
手
島
作
者
未
詳
（
古
集
）
⑦
1236　
夢
の
み
に
継
ぎ
て
見
え
つ
つ
竹たか
し
ま島
の
磯
越
す
波
の
し
く
し
く
思
ほ
ゆ
　
　
竹
島　
　
　
　
愛
知
県
知
多
郡
知
多
町
篠
島
　
※　
所
在
地
名
は
、
平
成
の
大
合
併
以
前
の
地
名
　
以
上
の
詠
歌
等
が
示
す
如
く
、持
統
朝
廷
に
お
い
て
、大
和
国
（
飛
鳥
京
）
の
官
人
達
が
、
伊
勢
国
・
志
摩
国
・
三
河
国
等
に
関
心
を
抱
き
、
従
駕
し
、
詠
歌
し
、
巻
第
四
662
番
歌
の
市
原
王
の
相
聞
歌
に
も
志
摩
国
の
地
名
が
詠
ま
れ
、ま
た
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
四
月
の
「
長
田
王
を
伊
勢
の
斉
宮
に
遣
は
せ
る
時
」
の
題
詞
を
持
つ
巻
第
一
81
番
歌
に
も
、
伊
勢
の
国
名
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
和
銅
五
年
壬
子
、
夏
四
月
、
長
田
王
を
伊
勢
斉
宮
に
遣
は
せ
る
時
、
山
辺
の
御
井
に
し
て
作
れ
る
歌
①
81　
山
辺
の
御
井
を
見
が
て
り
神
風
の
伊
勢
娘をと
め子
ど
も
あ
ひ
見
つ
る
か
も
　
こ
の
よ
う
に
天
皇
が
行
幸
し
、
多
く
の
官
人
達
が
従
駕
し
、
詠
歌
す
る
よ
う
な
地
域
で
は
、
伊
勢
国
は
決
し
て
流
刑
の
地
に
は
相
応
し
く
は
な
い
。
持
統
天
皇
を
は
じ
め
、
多
く
の
官
人
達
が
往
来
し
、
詠
歌
し
、
赤
裳
の
裾
に
潮
を
濡
ら
す
よ
う
な
伊
勢
国
・
志
摩
国
・
三
河
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国
は
、
都
の
地
で
あ
る
飛
鳥
と
は
、
何
等
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
澤
瀉
久
孝
博
士
は
、「
萬
葉
集
注
釋
」
に
お
い
て
、
私
案
で
は
あ
る
が
と
称
し
て
、
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
は
、
三
河
国
渥
美
半
島
の
伊
良
湖
岬
で
は
な
く
て
、
そ
の
伊
良
湖
岬
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
神
島
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
こ
れ
に
賛
同
す
る
研
究
家
も
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
神
島
は
あ
く
ま
で
も
志
摩
国
に
所
属
し
、
嘗
て
は
志
摩
国
は
伊
勢
国
に
所
属
し
て
い
た
が
、
そ
の
伊
勢
国
や
三
河
国
で
は
な
い
。
志
摩
国
の
国
名
由
来
は
、
志
摩
国
と
は
島
々
が
多
く
存
在
す
る
国
、
答
志
島
も
菅
島
も
そ
の
島
々
で
あ
り
、
遠
く
伊
勢
湾
上
に
離
れ
て
浮
か
ん
で
は
い
る
が
、
神
島
も
れ
っ
き
と
し
た
志
摩
国
に
所
属
す
る
一
島
で
あ
る
。
九
、
御み
食け
つ
国
神
島
　
神
島
は
島
の
周
囲
約
１
㎞
の
小
島
で
あ
る
。
現
在
鳥
羽
港
か
ら
連
絡
船
が
出
航
し
て
お
り
、
約
一
時
間
程
で
島
に
到
着
す
る
が
、
波
が
荒
い
日
に
は
、
欠
航
す
る
事
が
多
い
。
神
島
・
伊
良
湖
岬
間
の
、
所
謂
伊
良
湖
水
道
は
、
潮
の
流
れ
が
矢
の
よ
う
に
速
く
、
島
の
東
南
部
は
石
灰
岩
が
風
化
し
て
出
来
た
カ
ル
ス
ト
地
形
に
な
っ
て
お
り
（
図
１
参
照
）、
人
間
が
生
活
す
る
場
所
は
極
め
て
狭
く
、
そ
れ
で
も
島
民
達
は
港
の
一
角
に
家
屋
を
建
て
て
、
細
々
と
生
活
を
し
、
肩
を
寄
せ
合
っ
て
漁
業
に
従
事
し
て
生
き
て
い
る
。
漁
獲
物
と
し
て
は
、
若わか
芽め
・あ
わ
び鮑
・
栄さざ
え螺
・
海なま
こ鼠
等
が
捕
れ
る
が
、
他
の
島
々
と
比
較
し
て
、
漁
期
が
非
常
に
短
い
。
平
安
時
代
以
降
、
流
人
の
島
に
な
っ
た
事
も
あ
り
、
島
内
に
は
そ
れ
ら
し
き
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
事
に
つ
い
て
の
島
の
住
民
達
は
、
現
在
で
も
口
を
堅
く
閉
ざ
し
て
、
多
く
を
語
り
た
が
ら
な
い
そ
う
で
あ
る
。
或
い
は
現
在
の
島
民
達
の
大
部
分
は
、
そ
う
し
た
流
人
の
子
孫
か
も
し
れ
な
い
。
　
志
摩
国
は
、
御み
食け
つ
国
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
御
食
つ
国
と
は
、
神
々
や
天
皇
の
食
事
と
な
る
も
の
を
、
奉
る
国
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
志
摩
国
に
は
ま
た
、
島
の
速はや
に
へ贄
と
称
す
る
表
現
が
あ
る
。
速
贄
と
は
特
に
魚
介
類
の
奉
物
を
意
味
し
、『
古
事
記
』
上
巻
「
猿
女
の
君
」
の
頃
に
、「
是ここ
を
以
ち
て
、
御みよ
み
よ世
に
、
島
（
志
摩
）
の
速
贄
を
献
る
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
神
島
は
志
摩
国
に
所
属
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
御
食
つ
国
の
島
国
（
志
摩
国
）
の
島
々
の
一
島
で
あ
る
。
図１　神島
伊勢志摩キャンペーン実行委員会発行「伊勢神話への旅」より
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十
、
神
の
宿
る
神
島
　
神
島
は
文
字
ど
お
り
、
神
の
宿
る
島
で
あ
る
。
こ
の
島
に
は
毎
年
旧
暦
正
月
元
旦
に
、
ゲ
ー
タ
ー
祭
と
称
す
る
神
事
が
行
わ
れ
る
。
早
朝
、
空
が
ま
だ
明
け
き
れ
な
い
う
ち
に
、
東
の
方
角
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
茱ぐみ
の
木
（
茱
の
木
は
重
陽
の
節
句
に
は
、
邪
気
を
払
う
植
物
と
し
て
用
い
ら
れ
る
）
を
編
ん
で
、
直
径
２
ｍ
の
輪
（
輪
に
は
白
布
ま
た
は
白
紙
が
巻
い
て
あ
る
）
を
、
空
高
く
差
し
上
げ
る
神
事
で
、
こ
の
輪
は
日
輪
を
象
徴
し
た
も
の
で
、「
日
の
御み
像かた
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
太
陽
霊
を
復
活
さ
せ
る
神
事
で
あ
る
（
図
２
参
照
）
　
『
古
事
記
』
上
巻
「
猿
女
の
君
」
の
項
に
は
、
更
に
「
是
に
猿
田
昆
古
神
を
送
り
て
、
還
り
到
り
て
、
乃
ち
悉
く
鰭はた
の
広ひろ
も
の物
・
鰭はた
の
狭さ
物もの
を
追
ひ
聚あつ
め
て
」
と
あ
り
、「
還
り
到
り
て
」
は
「
日
向
国
に
還
り
到
り
て
」
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
日
向
国
に
還
り
到
る
の
で
は
な
く
て
、
志
摩
国
に
還
り
到
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鰭
の
広
物
・
鰭
の
狭
物
は
、
勿
論
魚
介
類
の
大
魚
・
小
魚
を
意
味
す
る
表
現
で
あ
る
が
、
同
時
に
志
摩
国
の
速
贄
の
量
の
大
小
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
神
島
は
伊
勢
湾
の
入
口
に
浮
か
ん
で
い
て
、
大
和
国
（
飛
鳥
京
）
︱
︱
伊
勢
国
︱
︱
志
摩
国
︱
︱
三
河
国
（
伊
良
虞
嶋
）
間
の
航
路
の
中
間
に
あ
っ
て
、
恰
も
そ
れ
は
こ
の
航
路
の
灯
台
的
役
割
り
、
羅
針
盤
的
役
割
り
を
果
た
し
、
そ
の
事
か
ら
島
の
存
在
は
重
要
視
さ
れ
、神
格
化
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か（
図
３
参
照
）。
そ
れ
は
恰
も
、
筑
紫
国
と
朝
鮮
半
島
釜
山
と
を
結
ぶ
直
線
航
路
に
お
い
て
、
宗
像
大
社
沖
ノ
島
が
果
た
し
て
い
た
役
割
、
中
津
宮
が
祀
ら
れ
て
い
る
大
島
も
含
め
て
同
一
的
役
割
（
図
４
参
照
）
を
、
神
島
は
伊
勢
湾
に
お
い
て
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
図₂　神島ゲーター祭
講談社学術文庫　筑紫申真著「アマテラスの誕生」より
図₃　鳥羽・伊良湖岬　地図
保育社「万葉の旅・東海」より
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十
一
、
お
わ
り
に
　
天
武
天
皇
・
持
特
天
皇
の
皇
親
政
治
の
煽あお
り
を
受
け
て
、
流
罪
と
い
う
厳
し
い
刑
を
受
け
た
麻
続
王
、
王
は
い
っ
た
い
何
処
に
配
流
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
の
御
子
達
の
配
流
先
（
伊
豆
島
・
血
鹿
島
）
を
考
え
る
と
、
配
流
先
が
伊
良
虞
嶋
で
は
あ
ま
り
に
も
近
過
ぎ
る
。
王
も
遠
流
の
刑
を
受
け
た
に
違
い
な
い
が
、
常
陸
国
行
方
郡
板
来
村
図₄　沖ノ島関係地図
デアゴスティーニ「日本の神社」より
朝鮮半島
筑紫国
で
は
伝
説
的
過
ぎ
る
。
日
本
人
の
性
格
と
し
て
、
悲
劇
的
仕
打
ち
を
受
け
た
人
物
に
は
、
そ
の
人
物
に
対
す
る
同
情
心
か
ら
、
厳
し
さ
を
避
け
よ
う
と
す
る
風
潮
が
あ
る
が
、
配
流
先
が
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
で
は
あ
ま
り
に
も
近
過
ぎ
る
。
既
述
の
如
く
『
日
本
書
紀
』
の
持
つ
歴
史
性
か
ら
考
え
て
、
因
幡
国
配
流
刑
が
最
も
事
実
に
近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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